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要  約 

 近年、自然食品人気の高まりから自然卵養鶏場の鶏卵が宅配や店頭で販売される例が増えてい

る。しかし、鶏卵やその加工品は、ｻﾙﾓﾈﾗ食中毒の主な原因食品の一つであり、養鶏場での対策

が求められている。管内の自然卵養鶏場は現在 6 戸であり、検査依頼は H10 年度、1 戸(延べ 3

回)であったが、H12 年度、4戸(延べ 13 回)と増えている。しかし、依頼は鶏卵および鶏舎環境

の検査であり、養鶏場へのｻﾙﾓﾈﾗの侵入を防止する対策ではなかった。そこで、雛の導入から卵

の生産まで一貫した対策の必要性を指導してきた。その結果、各養鶏場の意識も高まり、A養鶏

場から積極的な取り組みを相談され、雛導入時の検査など、具体的な対策を示し指導した。この

ように規模の小さい養鶏場では、意欲があっても知識や労力の点で取り組みが困難な場合も多く、

生産物の安全確保のため、家畜保健衛生所の果たす役割は大きいと考えられた。 

 

 

1.はじめに 

わが国の食中毒の原因物質は、ｻﾙﾓﾈﾗが腸炎

ﾋﾞﾌﾞﾘｵと並び第1位であり、鶏卵やその加工品

はｻﾙﾓﾈﾗ食中毒の主な原因食品の一つとされ

ている7)｡その一方で、近年の自然食品ﾌﾞｰﾑに

より、自然卵養鶏場(表1)で生産された鶏卵の

販売が増加している。 

 

目 的 自然な卵をつくること
飼養環境 鶏が自由に動けること

…開放鶏舎、平飼い(約10羽/坪)
成鶏：1,000羽/人 程度まで
原則として初生雛を導入
適当な羽数の雄鶏を入れる

動 物 薬 抗生物質･抗菌性物質などを使用しない
飼 料 自家配合(遺伝子組み換え作物を使用し

ない)
緑餌多給

表1　自然卵養鶏とは

 

しかし、自然卵養鶏はｹｰｼﾞ鶏舎に比べて労

力もかかるため、当管内の養鶏場も飼養羽数

300～1,000羽程度と小規模でもあり、情報も

少なく、指導が行き届いていなかった｡今回、

こういった養鶏場でｻﾙﾓﾈﾗ対策を推進したの

で、その概要を報告する｡ 

 

2.取り組みの概要 

1)取り組みの背景 

H10年度から消費者や販売業者の要望によ

り、自然卵養鶏場側から家保にｻﾙﾓﾈﾗ検査の依

頼が来るようになった｡検査依頼はH10年度、

１戸 (延べ３回、計18検体)であったが、H11

年度、４戸 (延べ８回、55検体)、H12年度、

４戸(延べ13回、計94検体)と増加している(表

2)。検査の依頼内容は鶏卵と環境材料の検査

であるが、鶏卵からのｻﾙﾓﾈﾗ分離率は低いこと

が知られており6)､ｽﾎﾟｯﾄ的に環境材料の検査

をしても汚染の有無しか分からない。したが

って、これらの検査のみでは養鶏場へのｻﾙﾓﾈﾗ

の侵入を防止できない。 

 

環境
a)
鶏卵

b) 飼料
病性
鑑定

計

H10 6 1 3 9 9 － － 18
H11 6 4 8 31 24 － － 55

H12
c) 6 4 13 53 27 3 11 94

a)床、ほこり、鶏糞など
b)卵殻、卵白、卵黄(5～10個ﾌﾟｰﾙ)
c)H12.12.31現在

表2　自然卵養鶏場のｻﾙﾓﾈﾗ検査実績

年度
農家
戸数

検査
戸数

検査
回数

検体数

 

しかし、養鶏場の経営者にそのことを説明

しても、意欲や関心はあるものの、どう取り

組んでよいか分からないのが実状であった。

そこで、雛の導入から鶏卵の出荷まで一貫し

た対策の必要性を理解してもらうように努め、

家保で養鶏場ごとに対策を作成し指導するこ

とにした。 



2)取り組み内容 

以下、取り組み内容についてA養鶏場を例に

して説明する｡A養鶏場では販売業者の要求に

より、鶏卵(3回/年、6･8･10月)および鶏糞･鶏

舎環境(1回/年、8月)の検査を、H10年度より

開始した(表3)｡ 

 

鶏卵
a) 鶏糞 床面 塵埃

H10. 6 3 － － －
8 3 3 3 3
10 3 － － －

H11. 6 4 － － －
8 5 5 5 5
10 4 － － －

H12. 6 6 － － －
8 7 7 8 8
10 5 － － －

31 12 13 13
a)卵殻、卵白、卵黄(5～10個ﾌﾟｰﾙ)

表3　A養鶏場の検査実績

検査時期
検体数

合計

 
 

 H11年6月の検査時に養鶏場の概要や状況の

聞き取りを行い(表4)、A養鶏場の問題点を洗

い出した(表5)。 

 

飼養形態 開放鶏舎、地面での平飼い
鶏 舎 数 採卵鶏舎：8棟、育雛鶏舎：1棟
飼養羽数 ｲｻ･ﾌﾞﾗｳﾝ種、成鶏：600羽、育成鶏：300羽
経営形態 労働力：2人、兼業(露地野菜栽培)
導 入 導入先：県内、日齢：初生

回数：3～4回/年(150～200羽/回)
給 餌 自家配合を制限給餌
給 水 湧水(未消毒)を不断給水
集卵方法 産卵箱の手集卵
貯卵場所 養鶏場内の倉庫(貯卵室)
出 荷 先 自然食品取扱業者、宅配

表4　A養鶏場の概要

 
 

表5　A養鶏場の問題点
・販売業者の要求項目(鶏卵、鶏糞、鶏舎環境)のみの
検査

・ｻﾙﾓﾈﾗ侵入防止のために、どう取り組んで良いのか分
からない

・構造的にﾈｽﾞﾐ・野鳥が侵入しやすい
・効果的な消毒がしにくい
・養鶏場全体のｵｰﾙｱｳﾄはできない
・時間と労力がかけられない
・飲水に湧き水を使用している
・滞留卵の可能性がある
・貯卵室内は常温である  
 

聞き取りをする一方、鶏卵の日付表示義務

化5)などの話をし､ｻﾙﾓﾈﾗの汚染源3)やその対策
1)を中心に説明し、食品生産意識の向上やｻﾙﾓﾈ

ﾗ対策の必要性を理解してもらうように努め

た(表6)｡ 

 

指導内容
H10 依頼によるｻﾙﾓﾈﾗ検査
H11   6 聞き取り

鶏卵の日付表示の義務化
 8 養鶏場のｻﾙﾓﾈﾗ汚染源
HACCPの意義と考え方
ｱﾒﾘｶのｻﾙﾓﾈﾗ対策

10 取り組みへの意思の確認
鶏舎見取り図の作成
工程一覧図の作成

H12   6 GAPﾌﾟﾗﾝの検討
  8 　　　　　〃
10 　　　　　〃
11 ｻﾙﾓﾈﾗ対策の作成

表6　A養鶏場での取り組み内容
時　期

 
 

その結果、養鶏場側も積極的になり、具体

的に対策をたてて取り組んでいくことになっ

た。対策の検討では、HACCPの考え方や手順を

意識しつつ8)、労力や設備の点から実行可能で

あることに重点を置いた。鶏舎見取り図(図1)

および工程一覧図(図2)を作成した上で、適正

農業基準(Good Agricultural Practice:GAP)

ﾌﾟﾗﾝを検討した｡GAPﾌﾟﾗﾝの検討には東京食糧

安全研究所で作成した採卵養鶏場のGAPを参

考にした8)(表7)。 

 

鶏舎3
(約80羽)

鶏舎4
(約80羽)

図1　A養鶏場の鶏舎見取り図
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管理項目

環境の衛生管理 1.施設の設計および設備の要件 2.施設の保守および衛生管理

　1)施設の立地および装置の設置 　1)保守管理：手順および方法

　2)施設内部のﾃﾞｻﾞｲﾝ、配置および構造 　２)洗浄･消毒ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　3)給餌･給水･排水とその設備 　３)そ族･昆虫･野鳥･害獣の管理ｼｽﾃﾑ

　4)温度管理、空調および換気 　４)廃棄物の取り扱い

　5)証明 　５)効果的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

　6)貯蔵設備

　7)従事者の便所などの衛生設備

鶏･卵の衛生管理 3.主な生産資材(素雛、飼料、使用水など) 4.鶏･卵の運搬

　1)供給側の生産環境とそこにおける取り扱いの証明 　1)車両およびｺﾝﾃﾅの必要要件

　２)素雛、飼料などの受入要件と管理 　２)車両およびｺﾝﾃﾅの保守管理

　３)薬剤、ﾜｸﾁﾝなどの受入要件と管理

　４)供給側の保管および輸送の要件

　５)使用水の要件と管理

5.鶏･卵の取り扱い 6.出荷卵に関する情報および出荷先の意識

　1)危害の管理(衛生管理) 　1)飼育舎の構造

　　飼養密度、薬剤投与、群の管理(強制換羽) 　２)種鶏業者名

　　ﾜｸﾁﾝ接種、出荷前の餌切り 　３)品種および系統(群の識別)

　２)生産時の保守管理(温度･時間、滞留卵など) 　４)素雛導入年月日および飼育期間

　３)文書化および記録 　５)出荷数

　４)回収･処置手順 　６)疾病および事故履歴

　５)内部監査記録 　７)薬剤投与履歴

　８)餌切り時刻

従事者の衛生管理 7.従事者の衛生 8.従事者の教育･訓練

　1)健康状態 　1)衛生意識および責任感

　２)従事者の清潔 　２)教育･訓練ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

　３)従事者の品行(行動規範･基準) 　３)研修および管理(教育効果)

　４)外来者の衛生 　４)再教育･訓練

※東京食糧安全研究所：HACCP作業部会

表7　採卵養鶏場のGAP(CODEX委員会に準拠)
GAPの作業内容

 
 

育雛舎の掃除

素雛の導入 輸送 素雛

飼　　　育

異常鶏の排除

ﾜｸﾁﾝ接種 ﾜｸﾁﾝ

給　　　餌 配合 保管 輸送 飼料

給　　　水 湧水

成鶏舎の掃除

成鶏舎へ移動

給　　　餌

給　　　水

産　　　卵 廃鶏

集　　　卵

検　　　卵

保　　　管

出　　　荷

図2　A養鶏場の生産工程一覧図  
 

労力や費用の点から全ての作業内容につい

てGAPﾌﾟﾗﾝを作成することは無理であるため、

養鶏場側と相談の上、検討可能なものだけを

選んだ(表8)。1.施設については費用がかけら

れないため、また、4.鶏･卵の運搬については

販売業者との話し合いが必要なため、今回は

検討できなかった｡なお、6.出荷卵に関する情

報および出荷先の意識については、販売業者

により取り扱い指針が公開されている｡ 

 

GAPの作業内容 検討可能な作業内容
1.施設の設計および設備の要件
2.施設の保守および衛生管理 洗浄･消毒ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾈｽﾞﾐ･野鳥の管理ｼｽﾃﾑ
効果的なﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

3.主な生産資材 素雛の受け入れ要件
4.鶏･卵の運搬
5.鶏･卵の取り扱い 飼育密度、ﾜｸﾁﾝ接種

生産時の保守管理
文書化･記録

6.出荷卵に関する情報および出
荷先の意識

取り扱い指針の公開
(販売業者)

7.従事者の衛生 健康状態
従事者の清潔

8.従事者の教育･　訓練 衛生意識・責任感

表8　A養鶏場におけるGAPﾌﾟﾗﾝの検討



 養鶏場ではｻﾙﾓﾈﾗの侵入を100％防止できな

いので、検討できたGAPﾌﾟﾗﾝの中から効果の期

待できる項目をｻﾙﾓﾈﾗ対策としてまとめた(表

9)｡ 

 

表9　A養鶏場のｻﾙﾓﾈﾗ対策
1.導入時の検査
2.飼料･水の検査
3.ﾈｽﾞﾐ･野鳥対策
4.畜舎環境の定期検査
5.集卵･貯卵管理ﾏﾆｭｱﾙの実施
6.踏み込み消毒槽の設置
7.鶏舎清掃ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施
8.従事者の検便  

 

1～5の対策に関しては、管理基準を設け、

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法および改善措置を定めた(表10)。

1.導入時の検査:養鶏場が、業者立会のもと輸

送箱の敷き料を採材し、家保に送付して検査

を実施する1)｡2.飼料･水の検査:飼料および給

水器の水を、定期検査時などに、年数回検査

を実施する｡3.ﾈｽﾞﾐ・野鳥対策:今のところ侵

入はないが、ﾁｪｯｸ箇所を設けて毎日確認し､侵

入があった場合は毒餌を設置し、侵入箇所を

塞ぐ2)。4.畜舎環境の定期検査:以前から実施

している環境検査をｻﾙﾓﾈﾗ汚染のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞと位

置づけ、採材箇所を増やし､半年に1回実施す

る。なお、1.2.4.の検査は、「鶏卵･鶏肉のｻﾙﾓ 

 

ﾈﾗ全書(鶏病研究会編)」のｻﾙﾓﾈﾗ検査法に準じ

て実施する4)。5.集卵･貯卵管理ﾏﾆｭｱﾙの実施:

卵の管理状況、特に滞留卵のﾁｪｯｸや貯卵室の

温度を記録する｡保管温度は賞味期限に関わ

ってくるのだが5)(表11)、隣接するB村のH11年

度の気温ﾃﾞｰﾀを参考にすると、一日の平均気

温は24℃を越える日はないが、最高気温は

30℃前後の時期がある(図3)。保管時間および

その間の温度を記録し、設定した賞味期限に

問題がないことを確認する。 

 

保存温度
(℃)

1/D

10 50.6 0.02 50.6
12 44.5 0.02 45.4
14 38.8 0.03 40.5
16 33.5 0.03 35.9
18 28.5 0.04 31.6
20 24.0 0.04 27.6
22 19.8 0.05 24.0
24 16.0 0.06 20.8
26 12.6 0.08 17.8
28 9.5 0.11 15.2
30 6.9 0.15 12.9
32 4.6 0.22 11.0
34 2.7 0.37 9.3
36 1.2 0.82 8.1

※鶏卵日付表示等検討委員会

表11　鶏卵を生食できる期限
Da)

(日)
鶏卵の生食できる期限b)

(日)

a)D=86.939-4.109T+0.048T2
b)冷蔵庫(10℃以下)での保管期間(7日間)を加えた

 

項目 目的 管理基準 実施時期 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法 改善措置 記録文書

導入時の
検査

ｻﾙﾓﾈﾗ保菌雛の
導入防止

ｻﾙﾓﾈﾗ(SE･ST)陰性
(検査成績書の添付)

導入時(3～4
回/年)

細菌検査
　輸送箱の敷料を、ﾎﾟﾘ袋に集
めてよく混合し、こぶし大程度
を滅菌袋に採材(ｸｰﾙ宅急便
などで家保に送付)。

返送･淘汰

飼料･水の
検査

ｻﾙﾓﾈﾗ汚染飼
料･水の給与防
止

ｻﾙﾓﾈﾗ(SE･ST)陰性 数回/年(定期
検査時など)

細菌検査
　飼料(5ｹ所、5g程度)、各鶏
舎の給水器の水を、滅菌袋に
採材(現地採材)。

飼料の廃棄･水の消
毒

ﾈｽﾞﾐ･野鳥
対策

ｻﾙﾓﾈﾗ伝播動物
の侵入防止

鶏舎･倉庫にﾈｽﾞﾐ･野
鳥が侵入しないこと

1回/日 目視検査 毒餌の設置
粘着式ﾄﾗｯﾌﾟの設置

管理記録簿

畜舎環境
の定期検
査

鶏群のｻﾙﾓﾈﾗ陰
性確認

ｻﾙﾓﾈﾗ(SE･ST)陰性 2回/年 細菌検査
　鶏舎内塵埃(30ｹ所/1鶏
舎)、盲腸便、床面、ﾈｽﾄ(ｶﾞｰ
ｾﾞ･ﾊﾟｯﾄﾞを使用)を滅菌袋に
採材(現地採材)。

集卵･貯卵
管理

ｻﾙﾓﾈﾗ(SE･ST)
の汚染･増殖防
止

帯留卵なし、生食不
適卵なし
厚生労働省のD値

3～4回/日 目視検査
温度計

不適卵の除去
賞味期限の短縮

管理記録簿

表10　A養鶏場のｻﾙﾓﾈﾗ対策ﾌﾟﾗﾝ



図3　H11年度におけるB村の気温の変化
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6.踏み込み消毒槽の設置: 農場出入り口に

踏み込み消毒槽を設置する。7. 鶏舎清掃ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの実施:鶏舎のｵｰﾙｱｳﾄ後、鶏舎を掃除し、金

網や柱の洗浄･消毒を行い､地面は石灰を5か

ら10cm程度よく混合する9,10)(表12)。 

 

表12　鶏舎清掃ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
1.ほこり･ｺﾞﾐの除去
2.鶏糞の除去
3.柱･金網などの簡単な水洗
4.地面への石灰の混合
　(消石灰2.5kg/m2、5～10cmをよく耕す)
5.柱･金網などの消毒  

 

8:従事者の検便:作業従事者の健康管理の

ため､検便を実施する。 

 

3.おわりに 

以上の取り組みの結果、各養鶏場の衛生意

識も高まり、A養鶏場のように積極的な取り組

みを相談されるようになった。また、養鶏場

にとっては専門知識に基づいた指導が受けら

れ､ｻﾙﾓﾈﾗ以外についても家保から情報が提供

されるようになったという感想も寄せられて

いる｡今後は、ｻﾙﾓﾈﾗ対策を継続し、実際に運

用し改善を重ね、また、他の養鶏場でも対策

を検討していく予定である｡このような規模

の小さい養鶏場では、意欲があっても知識や

労力の点で取り組みが困難な場合も多く、卵

の安全性の確保と、養鶏場の自己防衛のため

にも、家保の果たす役割は大きいと考えられ

た。 
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